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愛知地方最低賃金審議会 

第１回愛知県製鉄業、製鋼圧延業、鋼材製造業最低賃金専門部会 議事録  

 

日 時 令和６年 9 月 20 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 50 分 

場 所 名古屋合同庁舎第 2 号館 2 階 愛知労働局北大会議室 

出席者  

( 公 益 代 表 委 員 ) 鈴木部会長、水野部会長代理、中山委員 

( 労 働 者 代 表 委 員 ) 寺田委員（テレビ会議参加）、山本委員 

( 使 用 者 代 表 委 員 ) 岡安委員、北島委員、竹内委員 

( 事 務 局 ) 高橋労働基準部長、平井賃金課長、鈴木主任賃金指導官、名倉課長補

佐、佐藤賃金指導官、大口賃金指導官、佐藤監督官、久保賃金調査員 

議 題 (1) 部会長及び部会長代理の選出について 

(2) 愛知地方最低賃金審議会愛知県製鉄業、製鋼・圧延業、鋼材

製造業最低賃金専門部会の運営について 

(3) 令和 6 年度愛知県製鉄業、製鋼・圧延業、鋼材製造業最低賃

金の改正について 

(4) その他 

 

議  事 

〇佐藤賃金指導官 

それでは、定刻より少し早いですけれども、ただ今より、第１回愛知県製鉄業、製鋼・製鋼圧

延業、鋼材製造業最低賃金専門部会を開催いたします。なお、当部会の業種名につきましては以

降、「鉄鋼業」と略称にて呼ばせていただきます。本日は第１回目の専門部会ですので、部会長及

び部会長代理が選出されるまでの間、事務局のほうで進行させていただきます。 

本日の資料につきましては、会議次第に合わせまして資料目次記載の№１から№13 を配付さ

せていただいております。御確認いただいて不足等がありましたら、事務局までお申し出くださ

い。また、専門部会委員任命辞令につきましては、机上配付の資料の中に入っておりますので御

確認の程よろしくお願いしたいと思います。なお本日、傍聴の希望はありませんでしたので併せ

て御報告させていただきます。 

それでは、委員の御紹介をさせていただきます。お手元の資料 No.１として、今年度御審議い

ただく委員の皆様の名簿を配付しております。名簿は敬称を省略し、五十音順にて掲載させてい

ただいております。 
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こちらで委員の皆様のお名前を読み上げ、紹介とさせていただきます。 

公益代表委員、鈴木進也委員、中山徳良委員、水野有香委員、続きまして労働者代表委員、近 

藤陽彦委員、寺田昭委員、山本圭介委員、使用者代表委員、岡安良康委員、北島信夫委員、竹内

俊二委員です。 

事務局として労働基準部長の高橋、賃金課長平井、主任賃金指導官鈴木、賃金課長補佐名倉、

賃金指導官大口、監督官の佐藤、賃金調査員久保、そして私、賃金指導官の佐藤が出席しており

ます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、委員の出欠状況でございますが、公益代表委員は、3 名の委員全員が御出席、労

働者代表委員は、近藤陽彦委員が御欠席で、２名の委員が出席され、審議会場にお越しになって

いない寺田委員につきましてはリモートによる御参加を希望しています。使用者代表委員は、３

名の委員全員が御出席となっております。委員定数 9 名中、リモート含めて８名が御出席され、

また、公労使各側委員とも３分の１以上の委員が出席されております。 

このため、最低賃金審議会令第５条第２項に規定する定足数「全委員の３分の２以上又は各側

委員の各３分の１以上の出席」を満たしておりますことを併せて御報告いたします。 

それでは、第１回鉄鋼業専門部会開催にあたりまして、労働基準部長の高橋より御挨拶申し上

げます。 

 

〇高橋労働基準部長 

改めて労働基準部長の高橋と申します。本日、御出席の皆様方におかれましては、日頃より労

働行政の推進に格別の御理解、御協力を賜っておりますことにつきまして、まずは御礼を申し上

げます。また、本専門部会の委員をお引き受けいただきまして、本当にありがとうございます。 

皆様方には、御多忙の中、これから賃金額の具体的な審議のほうについてお願いさせていただ

きたいと思っております。事務局といたしましては、円滑な審議が進みますよう努めてまいりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

それでは議題に入ります。議題「（１）部会長及び部会長代理の選出について」です。部会長

及び部会長代理の選出につきましては、最低賃金法第 25 条第４項が準用する同法第 24 条第２

項において、「公益を代表する委員のうちから委員が選挙する」と規定されております。愛知地

方最低賃金審議会におきましては、従来から公益代表委員の互選により選出された候補者につ

いて、承認による「選挙」を実施することが慣例となっております。 

今回もこの方法で進めさせていただきたいと存じますが、御承認いただけますでしょうか。 
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（ 委員承認 ） 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

それでは、選出方法について御承認をいただきましたので、公益代表委員の互選結果を御報告

いたします。本専門部会につきましては、部会長に、鈴木進也委員、部会長代理に、水野有香委

員が選出されたとの御報告を受けております。御承認いただけますでしょうか。 

 

（ 委員承認 ） 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

それでは御承認をいただきましたので、部会長、部会長代理の御席に名札を置かせていただき

ます。 

 

（ 名札を置く ） 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

それでは、ここで、鈴木進也部会長から御挨拶をいただきます。鈴木部会長よろしくお願いし

ます。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

ただ今、部会長に選任していただきました鈴木進也と申します。よろしくお願いいたします。

私のほうは、昨年に引き続き部会長の役を仰せつかっております。昨年同様、真摯な議論を期待

しております。よろしくお願いいたします。 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

それでは、以後の議事進行を鈴木部会長にお願いしたいと存じます。鈴木部会長、よろしくお

願いいたします。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 本 日 は 第 1 回 目 の 専 門 部 会 と な り ま す が 、 専 門 部 会

は 本 日 を 含 め て 3 回 の 審 議 が 予 定 さ れ て お り ま す 。 全 会 一 致 で の 結 審 を 目 指 し て
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丁 寧 な 審 議 を 務 め て ま い り ま す の で 御 協 力 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

で は 、 議 題 （ 2）「 愛知地方最低賃金審議会愛知県鉄鋼業最低賃金専門部会の運営につい

て」 に 入 り ま す 。 事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

 専 門 部 会 の 運 営 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

会議次第とともにお配りしました資料№２、「専門部会運営規程（案）」をご覧下さい。愛知県

特定最低賃金専門部会は常設の部会ではございませんので、運営規程についても部会設置の都

度、御確認をいただくこととなっています。 

まず、運営規程（案）の第１条では、専門部会の議事運営は、最低賃金法及び最低賃金審議会

令に定めるもののほか、この規程によると定めています。第２条では、専門部会の委員数を定め

ています。第３条は、専門部会の会議は、部会長が必要と認めたとき、又は３人以上の専門部会

委員からの開催請求があったとき、部会長が招集すると定められています。ただし、第１回目の

会議については、部会長が選出されておりませんので、労働局長が招集することとなります。 

第４条第１項では、部会長が必要であると認めるときは、映像と音声の送受信により、相手の

状態を相互に認識しながら通話をすることができるテレビ会議システムを利用する方法によっ

て、会議に出席することができるとし、第２項では、テレビ会議システムを利用する方法による

会議の出席は、最低賃金審議会令第６条第６項により準用する同令第５条第２項及び第３項に

規定する会議への出席に含めるものとしています。第５条第１項では、部会長が会議の議長とな

って議事の整理を行う旨を定め、第２項では、会議での発言は部会長の許可を受ける必要がある

こと、第３項では、部会長が必要と認めるときは、委員でない者の説明又は意見を聴くことがで

きるとなっています。第６条では、会議は原則として公開するとされています。ただし、公開す

ることにより個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益

が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見交換若しくは意思決定の中立性が不当に

損なわれるおそれがある場合については、部会長が会議を非公開にすることができるとされて

います。 

第７条第１項では、会議の議事について、議事録を作成することとされています。第２項では、

議事録及び会議の資料は、公開することにより支障がある場合には、議事録の一部又は全部を非

公開とすることができるとされているほか、第３項では、議事録を非公開とする場合には、議事

要旨を作成して公開するものとされています。第８条では、部会長は、専門部会が議決を行った

ときは、愛知地方最低賃金審議会会長に報告することとされています。第９条は専門部会の廃止
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に関する規定で、審議会の意見に関する異議の申出期間満了をもって専門部会は廃止となりま

す。 

第 10 条は専門部会の議事及び運営に関し必要な事項は専門部会の議決に基づき部会長が定め

る旨規定しています。第 11 条は規定の改廃は審議会又は専門部会の議決に基づいて行う旨定め

ています。附則は施行期日に関する規定です。運営規程(案)の説明は以上でございます。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に 対 し 、 御 質 問 等 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

〇 中 山 委 員   

 一 つ よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 は い 。  

 

〇 中 山 委 員  

 第 4 条 の 第 4 項 で「 委 員 は 、旅 行 そ の 他 の 事 由 に よ っ て 長 期 不 在 と な る と き は 、

あ ら か じ め 部 会 長 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。」と 書 い て あ る の で す が 、 3 項 が あ

れ ば 4 項 は い ら な い の で は と 思 う の で す が 、 何 で こ ん な 規 程 が あ る の で す か 。  

 

〇 高 橋 労 働 基 準 部 長  

 お そ ら く 、3 項 は 単 発 的 に も と も と 会 議 の 予 定 が あ っ た と き に 、出 れ な い こ と を

規 定 し て お り ま し て 、4 項 は あ ら か じ め 不 在 に な る よ う な 場 合 、そ れ は あ ら か じ め

届 け 出 し て く だ さ い 、 そ れ に よ っ て 会 議 の 日 程 調 整 を し た い 、 多 分 そ う い う よ う

な 形 で 使 い 分 け て い る の か な と 思 い ま す 。  

 

〇 中 山 委 員  

 日 程 調 整 し て 、 こ の 委 員 会 の 日 時 が 決 ま っ て い る の で 、 こ の 規 程 は い ら な い の

で は な い か と 思 い ま す が 。  

 

〇 高 橋 労 働 基 準 部 長  

 事 実 上 は 、 そ う で あ る と 思 い ま す 。  
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〇 中 山 委 員  

本 審 に も あ る の で し ょ う か 。 こ の 規 程 が 。 本 審 に は な か っ た よ う な 気 が し ま す

が 。  

 

〇 平 井 課 長  

 ち ょ っ と 確 認 し な い と わ か り ま せ ん 。  

 

〇 中 山 委 員  

 ま あ 、 今 日 ど う こ う と い う こ と で は 勿 論 な い の で す け れ ど も 、 何 で こ れ だ け あ

る の か 、 疑 問 で す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長   

 そ う し ま し た ら 、 特 段 こ れ で 支 障 が 生 じ る こ と は な い と 思 い ま す の で 、 と り あ

え ず こ こ は こ れ で 残 す こ と に し て 、 来 年 以 降 の 宿 題 と し ま し ょ う か 。  

 

〇 中 山 委 員  

 そ れ で 結 構 で す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 他 に 御 質 問 、 御 意 見 等 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

              （  特 に な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 そ う し ま し た ら 、 た だ い ま 説 明 し て い た だ い た 運 営 規 程 の 内 容 に つ い て 御 承 認

い た だ け る と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

              （  異 議 な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 そ う し ま し た ら 、御 承 認 い た だ き ま し た の で 、こ の（ 案 ）を と り 、附 則 の 施 行 日
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を 本 日 、 令 和 6 年 9 月 20 日 と 記 入 い た だ き 、 正 本 の 運 営 規 程 と し 、 こ の 運 営 規

程 に よ り 部 会 を 運 営 し て い く こ と と い た し ま す 。  

そ れ で は 、承 認 さ れ た 運 営 規 程 に 基 づ き 、部 会 長 と し て テレビ会議システムを利用

する方法により寺田委員の出席を認めます。事務局は必要な機器操作を行ってください。 

 

              （ システム回線接続 ） 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

寺田委員の声も聞こえておりますので、それでは改めて進めたいと思います。 

次に、運営規程第５条３項では、「専門部会は、部会長が必要と認めるときは、委員でない者の

説明又は意見を聴くことができる。」と規定していますが、労働者代表委員は参考人からの意見聴取

について、いかがでしょうか。 

 

〇 寺 田 委 員  

 特に、予定しておりません。委員のメンバーでやらさせていただきます。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

了解しました。続きまして、使用者代表委員のほうは、いかがでしょうか。 

 

〇 岡 安 委 員  

特に、こちらもありません。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

はい、分かりました。労働者側、使用者側いずれも、現時点では意見聴取はないとのことで

すので、審議の過程で、参考人からの意見聴取を希望される場合は、申し出ていただきますよ

うお願いいたします。 

続きまして、議題「（３）令和６年度愛知県鉄鋼業最低賃金の改正について」です。まず、資料

について事務局から説明をお願いいたします。 

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

本日お配りしました資料№３以降について御説明申し上げます。 

資料№３、「令和６年度特定最低賃金の改正決定に関する申出書の内容等一覧」でございます。
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本年６月 24 日に提出された特定最低賃金５業種の改正に係る申出を１枚にまとめたものです。

全てが労働協約ケースとなっています。 

表の一番左の列「産業分類」をご覧下さい。一番上の段の産業分類番号Ｅ221、Ｅ222、Ｅ223

が本日の専門部会の業種である鉄鋼業となります。表を右の方へ見ていただきますと、①の申出

ケースの項目から⑬受理年月日の項目までの内容を記載しています。⑪の「協約による最低額」

の列がございますが、後ほど、詳細に説明させていただきますが、労働協約による申出の特定最

低賃金は、労働協約による最低額を上回ることができません。鉄鋼業については時間額として

1,130 円と記載されています。今年度鉄鋼業における特定最賃を御審議していただくにあたって

は、これが上限の金額ということになります。なお、最低賃金法第 16 条の規定により、特定最

低賃金は、「地域別最低賃金額を上回るものでなければならない」とされていますので、「改正の

必要性あり」とされた特定最低賃金については、少なくとも地域別最低賃金額を上回らなければ

ならないことも、申し添えさせていただきます。 

次の５ページ、資料№４「令和６年度特定最低賃金の審議の流れ」は審議の流れをフローチャ

ートで示したものです。紙面の中央に、「516 回改正、新設の必要性の有無の答申（２業種必要性

有）」と囲みをご覧下さい。囲みの中に書かれた矢印の先に、「金額改正の諮問（２業種）」と記載

されており、右への矢印が「２業種専門部会設置」に繋がっています。そこからさらに下向きの

矢印が、破線で囲まれた網掛け部分「各部会での審議」に繋がっています。こちらは本年８月５

日の本審で２業種について、金額改正の諮問がされましたので、本日を含め、該当２業種の専門

部会の設置・開催に至っているところです。先ほどご覧いただいた資料３において、５業種の改

正申出がされた旨を説明いたしましたが、うち３業種については特定最低賃金の金額改正の必要

性有との結論に至りませんでしたので、本年度の金額改正を審議する特定最低賃金は、専門部会

を設置しました２業種のみということになります。専門部会にて金額の調査審議の後、先ほどの

グレーの網掛けの左への矢印で、本年 10 月 16 日開催予定の第 518 回審議会における部会報告

の後、改正金額の答申をいただく予定となっています。答申後は、公示を行い、異議申出があれ

ば、11 月１日の異議審の開催を予定していますが、特定最低賃金の改正決定では、例年これまで

のところ異議の申出は提出をされておりません。その後官報公示を行い、30 日経過後の 12 月

16 日に指定日発効を予定をしています。 

６ページの資料№５は、鉄鋼業最低賃金適用早見表です。特定最低賃金の適用対象業種に対応

する、日本標準産業分類を早見表にしています。 

次の７ページ資料№６は、最低賃金引上状況等の推移（愛知）令和６年度版です。この表は、

平成 26 年度から本年度までの愛知県最低賃金と昨年度までの特定最低賃金９業種の引上げ額

等の変遷です。灰色で網掛けしてあるのは愛知県最低賃金を下回っていることを示しています。 
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次の８ページの資料№７は、鉄鋼業最低賃金（時間額）の推移です。上段の表は、平成 23 年

からの鉄鋼業最低賃金の推移で、３つのグラフは上から順に、時間額の推移、引上額の推移、引

上率の推移となっています。 

９ページの資料№８は、令和６年度の最低賃金に関する基礎調査結果です。調査の概要として、

調査目的、調査の範囲、調査方法等を記載しています。標本労働者数は 17,110 人、事業所数は、

1,463 事業所となっています。 

次の 10 ページ資料№８-(1)は、鉄鋼業に係る総括表として、規模別、地域別、年齢別での賃

金分布を一覧表にしたものです。10 ページの表の中に、現在の鉄鋼業の最低賃金 1,059 円の欄

の上に青い線を引いてありますが、線のすぐ上が特定最低賃金を下回る 1,058 円以下の労働者

数です。14 人（1.1）とご確認いただけるかと思います。カッコ内はパーセント表示であり、こ

の調査における未満率となります。 

次の 14 ページ資料№９は、鉄鋼業における未満率・影響率の推移です。未満率は、現在設定

されている最低賃金額を下回っている労働者の割合で、先ほどの資料で説明させていただきまし

たとおり 1,059 円未満の労働者数の割合は 1.1％と説明させていただきましたが、この数値が令

和６年度における未満率ということになります。未満率・影響率については表及びグラフで経年

変化を示しております。影響率は、最低賃金を改定した場合にその改定後の最低賃金額を下回る

労働者の割合です。令和６年度はこれから御審議いただきますので現時点では定まった数値はあ

りません。 

次の 15 ページ資料№10 は、鉄鋼業に係る特性値の推移です。表の下には時間当たりの平均賃

金額、中位数、分位数の特性値等を示しています。中位数、分位数については脚注を記載してお

ります。 

次の 16 ページ資料№11 は、全国の鉄鋼業関係の最低賃金改定状況を一覧表にしたものです。

発効日をご覧いただくと各局で異なっていますが、日付の古いものの中には、その後改正されず

地賃を下回っているものもあります。 

次の 17 ページからの資料№12 は、愛知労働局職業安定課が８月 30 日付けで発表した令和６

年７月分の雇用情勢です。「雇用情勢は、持ち直しの動きが広がりつつあるが、一部に改善の動き

が弱まっており、引き続き注意する必要がある」とされています。有効求人倍率は、1.26 倍で、

対前月ではマイナス 0.01 ポイントとなっています。昨年同時期との比較については、次のペー

ジの上段に１年間の推移が折れ線グラフとして掲載されています。有効求人倍率は、昨年７月が

1.36 倍ですので、今年７月はマイナス 0.1 ポイントということになります。新規求人倍率は 2.36

倍で、対前月はプラス 0.04 ポイントとなっています。昨年 7 月は 2.41 倍でしたので、今年７

月との比較では、マイナス 0.05 ポイントとなります。 
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19 ページになりますが、全国の本年７月の有効求人倍率は 1.24 倍で、愛知は 0.02 ポイント

全国を上回っています。また全国の新規求人倍率は 2.22 倍で、愛知は 0.14 ポイント全国を上

回っています。この資料には表４（22 ページ）として、「新規求人の主要産業別状況」が掲載さ

れています。鉄鋼業は製造業の上から７番目、真ん中あたりに示されております。 

次の 29 ページ資料№13 は、「最近の管内総合経済動向」です。これは中部経済産業局が発表

したものです。こちらは中部経済産業局管内、愛知・岐阜・三重・石川・富山５県の本年６月ま

での経済動向をまとめたものです。 

30 ページの「最近の管内総合経済動向」には、「最近の管内の経済動向は、緩やかに持ち直し

ている。」とされています。 

31 ページには「判断の推移」が表として掲載されており、左端の「主要業種の生産動向」に掲

載業種の一番下に、鉄鋼の生産動向が示されています。2024 年１月は「緩やかに持ち直してい

る」、2 月から 6 月まで 5 か月間連続で「横ばいとなっている」とされています。 

37 ページには（6）として 2020 年を 100 とする鉄鋼の生産指数の推移を示すグラフが掲載

をされています。 

最後に、地域別最低賃金と特定最低賃金の関係について、少し詳しく御説明いたします。 

労働協約ケースにおける特定最低賃金の決定は、関係労使が合意した協約額を基礎として、

これを上回る決定はできないこととされています。その理由ですが、協約額を超えて法定最低

賃金を決定することは、関係労使が合意した協約を無効としてしまうからであります。 

特定最低賃金のうち、特に労働協約ケースについては、「同種の基幹的労働者の相当数につい

て最低賃金に関する労働協約が適用されている産業」について設定されるものであるため、決

定される最低賃金額の水準も関係労使が合意した協約額が基礎となります。この場合、複数の

金額の異なる労働協約によって申し出がなされたときには、その中の最も低い協約の賃金額が

共通の協約額となります。仮に、この額を超えて法定最低賃金を決定することは当該協約を無

効にすることとなり、このことは協約を締結した関係労使、少なくとも使用者側の意向に反す

るものと考えられます。 

従って、関係労使が合意した共通の協約額、即ち最下限の協約額を超えて最低賃金額を決定

することは制度の性格から認めがたいものであり、協約の最下限が金額審議における事実上の

上限となるものと考えるべきであります。 

以上のことから、本年度の鉄鋼業最低賃金額の上限は、資料 No.３「令和６年度特定最低賃

金の改正決定に関する申出書の内容等一覧」から、労働協約による最低額である「1,130 円」

までとなります。 

そして、先ほども説明しましたが、最低賃金法第 16 条の規定により、特定最低賃金は、「地域
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別最低賃金額を上回るものでなければならない」とされ、愛知県最低賃金額 1,077 円を上回らな

ければなりません。従って、労働協約による最低額と地域別最低賃金額の関係から、1,077 円を

超え、かつ、1,130 円以下でなければならないこととなります。資料の説明は以上でございます。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

はい、ありがとうございました。ただ今の事務局からの説明に対して、御質問等はございます

でしょうか。 

 

〇中山委員 

 はい、質問があります。 

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 はい。 

 

〇中山委員 

資料 No８の最低賃金に関する基礎調査なのですけれども、無作為抽出されて 2,854 の事業所

に調査したとあるのですが、このうち鉄鋼関係は何社になるかとか分かるのでしょうか。どこか

に出ているのでしょうか。 

 

〇平井賃金課長 

 鉄鋼関係は、10 ページの総括表のところで記載しております。 

 

〇中山委員 

 人数は分かるのですけれども。 

 

〇平井賃金課長 

 何社かは、確認したら、また改めて報告します。 

 

〇中山委員 

 分かりました。 

 

〇 岡 安 委 員  
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 一 つ よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

 は い 、 ど う ぞ 。  

 

〇 岡 安 委 員  

 資 料 No4 の 審 議 の 流 れ に つ い て で ご ざ い ま す け ど 、こ れ は 大 変 分 か り 易 い も の

で は あ り ま す が 、 こ こ に も あ る と お り 予 定 を 含 む と あ る と お り で す ね 、 法 律 の 建

前 で す と 原 則 の 日 数 で 全 て 、 い わ ゆ る 最 短 の 日 数 で 記 載 し て い る と い う こ と で 、

場 合 に よ っ て は 別 に 定 め る こ と も 可 能 と い う ふ う に 、例 え ば 最 低 賃 金 法 の 19 条 の

2 に あ り ま す と 、実 際 の 発 効 日 は 公 示 の 日 か ら 30 日 を 経 過 し た 日 、公 示 の 日 か ら

起 算 し て 30 日 を 経 過 し た 日 の 後 の 日 で あ っ て 当 該 決 定 に お い て 別 に 定 め る 日 が

あ る と き は 、 そ の 日 と い う ふ う に あ る と お り 、 別 に 定 め る こ と も 可 能 と い う 認 識

で よ ろ し い で す か 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

 法 律 的 に は 可 能 で あ る と 思 い ま す が 、従 来 か ら 愛 知 県 等 に お い て 発 効 日 は 12 月

16 日 で や っ て い る と い う の は 、 慣 例 と し て 続 い て い る と い う 状 況 が ご ざ い ま す 。

官 報 公 示 し て そ の 30 日 経 過 後 の 発 効 と い う の が 基 本 で は ご ざ い ま す 。  

 

〇 岡 安 委 員  

 分 か り ま し た 。 そ こ の 確 認 だ け で す の で 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

よ ろ し い で す か 。 他 に 、 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

             （  特 に な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

そ れ で は 、鉄 鋼 業 最 低 賃 金 の 改 正 の 調 査 、審 議 に 向 け ま し て 、労 働 者 側 、使 用 者

側 そ れ ぞ れ か ら 基 本 的 な お 考 え を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

ま ず 、 労 働 者 代 表 委 員 、 お 願 い い た し ま す 。  
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〇 山 本 委 員  

 私 の ほ う か ら は 、 取 り 巻 く 状 況 、 並 び に 労 働 者 側 の 主 張 に つ い て 述 べ さ せ て い

た だ き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、取 り 巻 く 状 況 に つ き ま し て は 、長 期 化 す る ロ シ ア・ウ ク ラ イ ナ 情 勢 、あ る

い は 中 国 経 済 の 低 迷 、 ま た 、 資 源 エ ネ ル ギ ー 価 格 の 高 騰 と い っ た 影 響 も あ り ま し

て 先 行 き 不 透 明 感 は あ り ま す け ど も 、 一 方 で イ ン ド や 新 興 地 域 に お け る 幅 広 い 成

長 見 通 し も ご ざ い ま し て 鉄 鋼 産 業 の 見 通 し と し て は 横 ば い 圏 内 で 推 移 す る も の と

認 識 を し て ご ざ い ま す 。  

 足 元 の 鉄 鋼 事 業 に つ き ま し て は 、 建 設 業 ・ 製 造 業 と い っ た と こ ろ で は 資 材 高 あ

る い は 人 手 不 足 な ど に よ り ま し て 、 鋼 材 需 要 量 は 減 少 の 見 通 し で あ り ま し て 、 自

動 車 部 門 に つ き ま し て は 、 当 初 は 受 注 残 の 解 消 分 も あ る と い っ た 予 想 か ら 、 前 年

度 比 で 増 加 す る 見 通 し と な っ て お り ま し た け ど も 、 今 年 度 上 期 に お き ま し て は 型

式 問 題 を 受 け て 本 格 的 な 生 産 レ ベ ル へ の 回 復 に は 至 っ て い な い と い う と こ ろ で ご

ざ い ま し て 、下 期 に つ き ま し て も 不 透 明 感 が 拭 え な い 状 況 と 認 識 し て ご ざ い ま す 。 

 次 に 、 今 年 度 の 春 闘 結 果 に つ い て で あ り ま す け ど も 、 連 合 愛 知 が 公 表 い た し ま

し た 2024 年 春 季 労 使 交 渉 の 集 計 と し ま し て 、平 均 賃 上 げ 率 は 5.27％ と い う 結 果

と な っ て お り ま し て 、中 小 企 業 に お き ま し て も 4.83％ と 比 較 可 能 な 2013 年 以 降

で は 最 も 高 い 水 準 の 結 果 と な っ て ご ざ い ま す 。 と り わ け 愛 知 県 の 鉄 鋼 業 の 賃 上 げ

率 に つ き ま し て は 、全 体 で 10％ を 超 え る 、こ れ ま で に な い 結 果 と な っ て ご ざ い ま

す 。  

 鉄 鋼 産 業 は 日 本 の 製 造 業 を 支 え る 基 幹 産 業 で あ り ま し て 、 ま た 長 期 能 力 蓄 積 型

産 業 と し て 優 秀 な 人 材 の 確 保 と 定 着 を 図 る こ と で 、 将 来 に わ た っ て 発 展 す る 産 業

で も ご ざ い ま す 。ま あ 、し か し な が ら 近 年 、金 属 産 業 自 体 が 就 職 に 選 ば れ な い 産 業

と な っ て き て お り ま し て 、 と り わ け こ の 愛 知 県 に お き ま し て は 自 動 車 産 業 を 中 心

と し た 製 造 業 が 集 積 す る 地 域 で あ る こ と か ら 、 愛 知 県 内 の 鉄 鋼 業 に お い て 人 材 確

保 は 大 変 難 し い 状 況 と な っ て ご ざ い ま す 。 定 期 採 用 す ら 定 員 割 れ を 起 こ し て い る

企 業 も 少 な く な く 人 材 の 確 保 は 鉄 鋼 労 使 の 喫 緊 か つ 重 要 な 課 題 と 認 識 を し て ご ざ

い ま す 。人 材 確 保 の た め に 、春 闘 で 大 幅 な 賃 上 げ が 行 わ れ 、併 せ て 企 業 内 最 低 賃 金

も 大 幅 に 引 き 上 げ て お り ま し て 加 重 平 均 と し て は 、 1,258 円 ま で 上 昇 し て お り ま

す の で 、 こ う し た 賃 上 げ の 流 れ を 県 内 鉄 鋼 業 に 波 及 さ せ 格 差 の 改 善 を し て い く 観

点 か ら も 特 定 最 賃 の 引 上 げ が 重 要 と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。 そ し て 今 年 度
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の 愛 知 県 地 域 別 最 低 賃 金 は 過 去 最 大 と な り ま す 50 円 の 引 上 げ と い う こ と に な り

ま し た 。特 定 最 低 賃 金 の 意 義 、必 要 性 を 踏 ま え ま す と 、こ の 地 域 別 最 低 賃 金 以 上 の

引 上 げ 額 に し な け れ ば 特 定 最 低 賃 金 の 優 位 性 が 損 な わ れ る こ と に な る と い う ふ う

に 考 え て お り ま す し 、 今 後 の 経 済 回 復 が 期 待 さ れ る 中 で 、 産 業 の 将 来 を 見 据 え た

人 材 の 確 保 、 ひ い て は 技 術 ・ 技 能 の 伝 承 に も 支 障 を き た す こ と に な る と い う ふ う

に 考 え て ご ざ い ま す 。  

 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ま し て 労 働 者 側 と し ま し て は 、 今 年 度 の 改 正 申 出 に お き

ま し て 特 定 最 低 賃 金 額 を 労 働 協 約 ケ ー ス の 約 8 割 が 合 意 を い た し ま す 企 業 内 最 低

賃 金 額 ま で 引 き 上 げ る こ と を 、 中 期 的 な 目 標 値 と し て 取 り 組 ん で い く こ と を 申 し

上 げ ま し て 労 働 者 側 か ら の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 以 上 よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

は い 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。続 き ま し て 、使 用 者 代 表 委 員 の ほ う か ら お 願 い

い た し ま す 。  

 

〇 岡 安 委 員  

労 働 者 側 委 員 の 方 か ら 御 説 明 あ り ま し た と お り 、 企 業 を め ぐ る 情 勢 と い う も の

に つ き ま し て は 、 各 種 海 外 の 情 勢 も 影 響 を 受 け て は お る も の の 堅 調 に 推 移 し つ つ

あ る と い う ふ う な 認 識 は ご ざ い ま す 。  

私 共 の ほ う の 春 の 賃 上 げ の 状 況 は 、 や は り 高 水 準 で あ る と い う の は 、 こ れ は 間

違 い な い 、私 共 の 調 査 で も 確 認 し て い る 部 分 で は ご ざ い ま す 。た だ 、鉄 鋼 業 種 と い

う こ と で 申 し 上 げ ま す と 少 し 特 殊 事 情 が あ り ま し て 、 旧 来 2 年 ご と に 交 渉 し て い

た 分 で 昨 年 度 交 渉 が し て い な か っ た 分 が 今 年 度 の 分 に 上 乗 せ さ れ た か な と い う ふ

う に 思 う 部 分 が ご ざ い ま す の で 、 こ う い っ た と こ ろ の 今 ま で の 経 過 の 部 分 も 含 め

て 審 議 で は し っ か り と 見 て い け れ ば と 思 っ て ご ざ い ま す 。  

ま た 企 業 の 賃 上 げ 高 水 準 に な っ た 要 因 と し ま し て は 、 例 年 は や は り 業 績 を 反 映

さ せ て 賃 上 げ に つ な げ る と い う の が 、 一 般 的 な 最 も 強 い 要 素 で は あ っ た の で す け

ど 、 今 年 は 人 手 確 保 の た め に 業 績 に 関 わ ら ず 上 げ て い る 企 業 も 確 認 さ れ て ご ざ い

ま す 。 や は り こ の 人 手 不 足 と い う と こ ろ に 対 し て 、 企 業 と し て は 何 と か し て 企 業

の 継 続 を 図 る た め に 賃 上 げ を せ ざ る を 得 な か っ た と い う と こ ろ で 、 今 の 支 払 い 能

力 は 必 ず し も こ の 賃 上 げ の 状 況 に 追 い つ い て な い 部 分 も あ る と い う ふ う な 認 識 も
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ご ざ い ま す 。 ま た こ の 支 払 能 力 と い う こ と に つ い て 申 し 上 げ ま す と 、 企 業 の 価 格

転 嫁 の 状 況 に つ き ま し て 中 小 企 業 庁 さ ん が 価 格 交 渉 結 果 、 今 月 も そ う な の で す け

れ ど も 、 年 ２ 回 や っ て い る 調 査 に お き ま し て 今 年 の ３ 月 の 調 査 を 6 月 に 発 表 し て

い る も の か ら 申 し 上 げ ま す と 、労 務 費 の 価 格 転 嫁 の 転 嫁 率 40％ と い う の が 出 て ご

ざ い ま し て 、 十 分 に 労 務 費 の ほ う が 価 格 転 嫁 で き て お ら ず 、 支 払 い の 原 資 が で き

て い な い 企 業 も 多 数 あ る と い う ふ う な 認 識 も ご ざ い ま す 。  

 こ う い っ た 状 況 も 踏 ま え ま し て 、 し っ か り と 企 業 の 支 払 い 能 力 に 見 合 っ た 水 準

で 引 上 げ て い た だ く こ と が 必 要 か な と い う ふ う に 思 っ て ご ざ い ま す 。  

 ま た 先 ほ ど 発 効 日 の こ と を 申 し 上 げ ま し た の は 、 今 い わ ゆ る 年 収 の 壁 問 題 と い

う こ と で 、 一 部 の 企 業 の 特 に 非 正 規 の 方 で 扶 養 の 範 囲 内 、 年 収 の 壁 の 範 囲 内 で 働

き た い と い う 方 か ら 時 給 が 上 が る と そ の 分 就 業 調 整 を し た い と い う ふ う に 労 働 者

の 方 か ら 申 し 出 て 、 そ の た め に 生 産 計 画 の ほ う を 少 し 見 直 さ な く て は い け な い 、

そ う い う こ と も ご ざ い ま す 。 そ う し ま す と 年 の 途 中 で 引 き 上 げ る と い う こ と は 、

そ う い っ た 影 響 も あ る と い う こ と も 踏 ま え た 上 で 、 期 日 の こ と も 含 め て し っ か り

と 、 企 業 が し っ か り と 今 後 事 業 継 続 を し て い き つ つ 業 界 の 発 展 に つ な が る よ う な

形 で 結 論 を 出 せ れ ば と い う ふ う に 思 っ て ご ざ い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し

ま す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

は い 、ど う も あ り が と う ご ざ い ま す 。た だ 今 、労 働 者 側 代 表 委 員 、そ れ か ら 使 用

者 側 代 表 委 員 か ら お 考 え が 示 さ れ ま し た が 、お 互 い に 確 認 し た い こ と 、そ れ か ら 御

質 問 等 ご ざ い ま し た ら お 伺 い し ま す が 、 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

             （  特 に な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

よ ろ し い で す か 。御 質 問 等 な い よ う で す の で 、そ う し ま し た ら 一 旦 休 会 と い た し

ま し て 個 別 の 打 ち 合 わ せ を 行 い た い と 思 い ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

（  労 使 了 承  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  
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そ れ で は 一 旦 、 本 部 会 を 休 会 と い た し ま す 。  

 

〇 佐藤賃金指導官 

公益代表委員は、労働者代表委員控室へ向かわれますので、使用者代表委員の皆様は、控室にてし

ばらくお待ちくださるようお願いいたします。 

それでは、事務局が御案内いたしますので、労働者代表委員の方、次に使用者代表委員の方の順に

控室へ御移動をお願いします。 

 

〈  休  会  〉  

 

〈  再  開  〉  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

そ れ で は 、 専 門 部 会 を 再 開 い た し ま す 。  

た だ 今 、 個 別 の 打 合 せ に よ り 労 使 双 方 か ら お 考 え を 伺 い ま し た 。 各 側 よ り 打 合

せ 内 容 を 踏 ま え ま し て 金 額 な ど 改 め て 主 張 す る 点 お よ び 問 題 点 な ど 御 意 見 を 伺 い

た い と 思 い ま す 。 ま ず 、 労 働 者 代 表 委 員 か ら お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 寺 田 委 員  

我 々 、 基 本 的 に 今 の 考 え 方 と し て は 、 先 ほ ど 述 べ さ せ て い た だ い た 考 え 方 と 変

わ っ て お り ま せ ん 。や っ ぱ り 金 属 産 業 の た め に 、今 年 の 春 闘 に よ る 賃 上 げ 、中 に は

先 ほ ど 山 本 委 員 か ら も 述 べ さ せ て い た だ い た よ う に 企 業 内 最 低 賃 金 も 上 げ て お る

の で そ こ の 部 分 も 踏 ま え て 、 今 回 申 出 を さ せ て い た だ い た 労 働 協 約 ケ ー ス の 企 業

内 最 低 額 が 1,130 円 、 そ ち ら の ほ う を 希 望 し た い と 考 え て お り ま す の で 以 上 に な

り ま す 。 そ う い う 点 で 様 々 な 状 況 を し っ か り と 踏 ま え つ つ 今 後 の 議 論 を 進 め て い

き た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

は い 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。そ う し ま し た ら 、使 用 者 代 表 委 員 の ほ う か ら お

願 い い た し ま す 。  

 

〇 岡 安 委 員  



 

17 

 

 基 本 的 な 考 え は 冒 頭 で 申 し 上 げ た も の と は 変 わ り ま せ ん け ど 、 少 し 補 足 さ せ て

い た だ き ま す と 人 材 確 保 の た め に は 、 休 日 で す と か 、 各 種 福 利 厚 生 の こ と も 応 募

者 の 方 、 労 働 者 の 側 か ら は 特 に 重 視 さ れ て い る 事 項 で ご ざ い ま す の で 、 こ の 最 低

賃 金 で す ね 、 賃 金 以 外 の 部 分 に も 原 資 が 必 要 だ と い っ た こ と も 含 め て 検 討 は し て

い く べ き だ と い う こ と 、ま た 、中 小 企 業 の 実 際 の 業 績 で す と か 、価 格 の 転 嫁 状 況 な

ど を 加 味 し た 上 で 昨 年 の 引 上 げ を し た 41 円 を 基 準 と し て 検 討 し て い く べ き で は

な い か と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。 私 の ほ う か ら 以 上 で す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

は い 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。た だ 今 、最 低 賃 金 の 金 額 改 正 に 向 け ま し て 労 使

双 方 か ら 、 お 考 え を 伺 い ま し た 。 お 考 え に ま だ 隔 た り が ご ざ い ま す の で 本 日 の 金

額 の 合 意 に は 至 り ま せ ん で し た 。 こ の た め 、 更 に 審 議 を 重 ね た い と 思 い ま す の で

継 続 審 議 と さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す が 、 労 使 双 方 そ う い う こ と で よ ろ し い

で し ょ う か 。  

 

（  労 使 了 承  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま す 。そ れ で は 、専 門 部 会 は 次 回 へ 継 続 審 議 と い た し ま す 。次

回 も 労 使 協 力 の も と 円 滑 な 審 議 が な さ れ ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 な お 、 次 回

以 降 に 資 料 の 提 出 、 参 考 人 か ら の 意 見 聴 取 の 希 望 が あ る 場 合 は 事 務 局 ま で お 願 い

い た し ま す 。 先 ほ ど 公 益 委 員 か ら お 願 い し ま し た と お り 、 共 有 で き る も の が ご ざ

い ま し た ら よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

続 き ま し て 、議 題（ 4）「 そ の 他 」で す 。各 委 員 の 皆 様 方 、何 か ご ざ い ま す で し ょ

う か 。  

          

（  特 に な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 、 事 務 局 か ら 連 絡 事 項 等 あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 鈴 木 主 任 賃 金 指 導 官  



 

18 

 

事 務 局 よ り お 伝 え し ま す 。  

次 回 、第 2回 専 門 部 会 は 10月 7日（ 月 曜 日 ）10時 よ り 、本 日 と 同 じ こ の 北 大 会 議

室 で 予 定 し て お り ま す の で 、 御 参 加 の 方 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

は い 、 た だ 今 の 事 務 局 か ら の 連 絡 に 対 し 、 御 質 問 等 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

（  特 に な し  ）  

 

〇 鈴 木 部 会 長  

よ ろ し い で す か 。そ れ で は こ れ で 本 日 の 審 議 を 終 了 い た し ま す 。皆 様 、ど う も あ

り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 

 

(令和６年 9 月 20 日) 第１回愛知県鉄鋼業最低賃金専門部会  議事録 

 


